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世界自然遺産の登録（2005年7月14日）で、注目を集めている知床の代表的な観光地。

原生林に囲まれ、幻想的な風景をつくり出す5つの湖は、オシンコシンの滝、フレペの滝な

どと並んで知床八景と称されている。現地には、5つの湖を一周できる遊歩道が整備され

ており、約1時間で回ることができる。
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謹んで新年のお慶びを申し上げます。

会員各位におかれましては、清新な年を迎えられたことと思います。

顧みますと昨年末に決定された税制改正大綱においては、新たに事業用建築物に係る耐震改

修促進税制の創設が図られる等、厳しい“超増税路線”の中にあって当初の予想以上の成果があ

りました。

また、国土交通省においては、「不動産賃貸業、賃貸不動産管理業等のあり方研究会」を設置

し、本会においても昨年皆様方からご協力いただいたアンケート結果等を踏まえて、法制度の確立

等を提言しているところであります。

さて、本会も業務サポート事業、教育研修事業、情報提供事業を中心とした各種事業を展開して

きました。居住用の書式集に続いて、「事業用関係書式集」をまとめた他、「賃貸不動産管理士」講

習をはじめ、ブロック別の会員研修会を実施し、多くの方に参加をいただきました。「賃貸不動産管

理士」につきましては、平成17年度末に登録者が約5，000名近くになることから、今後は登録者へ

のフォロー研修や、本会ホームページ掲載による管理士のPR等を行っていきます。さらに実務研

修会の更なる充実や貸主向けセミナーの実施も企画していきます。

情報提供事業の一環として、会報誌の内容を充実させる他、ホームページのリニューアルに伴

い、メールマガジンによる情報発信、関連諸制度の改正等を周知するとともに、昨年末より電話に

よる会員専用法律相談を開設しております。法律相談については、繁忙期の体制強化を図り、より

利用しやすい環境を整備します。

本会では、会員の皆様からの要望等を踏まえ、今後とも業務に有益な事業展開を目指していく

所存であります。

会員各位におかれましては、ますますのご健勝とご繁栄をお祈り申し上げるとともに、引き続きご支

援とご協力をお願い申し上げて、新年のご挨拶とさせていただきます。
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賃貸不動産管理業協会

会長 藤田 和夫
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ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
石
綿（
せ
き
め
ん
、い

し
わ
た
）と
も
呼
ば
れ
、
天
然
の
鉱
物
繊

維
で
す
。
そ
の
繊
維
は
極
め
て
細
く
、
太

さ
は
髪
の
毛
の
５
０
０
０
分
の
１
程
度
の

０
・
２
〜
０
・
２
５
ミ
ク
ロ
ン（
１
ミ
ク
ロ
ン
は

１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
１
０
０
０
分
の
１
）で
、

大
気
中
に
飛
散
し
、
浮
遊
し
や
す
く
、

呼
吸
時
に
吸
入
し
や
す
く
、
吸
い
込
ん

で
も
わ
か
ら
な
い
そ
う
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
材
そ
の
も
の
に
毒
性
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
を
吸
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
繊
維
が
肺
の
中
に
残

り
、
肺
が
ん
や
中
皮
腫
、
ア
ス
ベ
ス
ト
肺

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
と
よ
く
間
違
わ
れ
る
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
は
、
岩
綿（
が
ん
め
ん
）と
も
呼
ば

れ
、
人
工
の
鉱
物
繊
維
で
玄
武
岩
な
ど

を
高
温
で
溶
か
し
て
遠
心
分
離
機
で
繊

維
を
取
り
出
し
た
も
の
で
す
。
３
〜
30
ミ

ク
ロ
ン
の
太
さ
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
比
べ
繊

維
が
大
き
く
、
吸
い
込
む
と
、
の
ど
に
ひ

っ
か
か
る
感
じ
が
し
、
た
ん
な
ど
に
よ
り

体
外
に
排
出
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

１
・
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

ア
ス
ベ
ス
ト
と
セ
メ
ン
ト
と
を
一
定
割

合
で
水
を
加
え
て
混
合
し
、
吹
き
付
け

た
も
の
で
、
鉄
骨
の
耐
火
被
覆
用
と
し
て
、

は
り
、
柱
等
へ
の
吹
き
付
け
ら
れ
た
り
、

吸
音
・
断
熱
用
と
し
て
、
ビ
ル
の
機
械
室
、

ボ
イ
ラ
ー
室
、
地
下
駐
車
場
等
の
他
、
学

校
、
体
育
館
、
工
場
等
の
天
井
、
壁
な
ど

に
使
用
さ
れ
、
使
用
期
間
は
、
昭
和
50

年
頃
ま
で
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

２
・
吹
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

昭
和
50
年
に
含
有
率
が
５
％
を
超
え

る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
禁
止
と
な
っ
た

以
降
は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
か
ら
、
吹

付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
に
切
り
替
わ
り
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、ア
ス
ベ
ス
ト
を

混
ぜ
て
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
用
途

は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
と
同
様
に
、
耐

火
被
覆
用
と
吸
音
・
断
熱
用
で
あ
り
、

使
用
場
所
な
ど
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
ア
ス

ベ
ス
ト
を
混
ぜ
て
使
用
さ
れ
た
期
間
は
、

昭
和
55
年
頃
ま
で
で
す
が
、
一
部
の
湿

式
工
法
に
つ
い
て
は
、
昭
和
63
年
頃
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

３
・
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板

（
石
綿
ス
レ
ー
ト
、パ
ル
プ
セ
メ
ン
ト
板
、

石
綿
セ
メ
ン
ト
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
等
）

ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
に
は
、
平
板
ま
た

は
波
板
状
の
も
の
が
あ
り
、
最
も
代
表

的
な
も
の
が
石
綿
ス
レ
ー
ト
で
す
。
防
火

性
、
耐
水
性
等
に
優
れ
た
性
能
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
建
物
の
外
壁
、
屋
根
を
は
じ

め
と
し
て
広
い
範
囲
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ア

ス
ベ
ス
ト
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る

の
は
、
天
井
や
、
は
り
・
壁
な
ど
に
吹
き

付
け
ら
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
で
す
。
吹
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
は
セ
メ
ン
ト
等
の
含
有
率
が

少
な
い
の
で
解
体
時
や
経
年
劣
化
と
と

も
に
飛
散
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
用
禁
止
か
ら
30

年
た
ち
、
剥
が
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト

は
そ
の
も
の
に
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ

り
人
体
に
影
響
が
出
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

石
綿
ス
レ
ー
ト
な
ど
ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板

は
、ア
ス
ベ
ス
ト
と
セ
メ
ン
ト
等
を
固
化
し

て
造
る
た
め
、
通
常
の
状
態
で
の
飛
散
の

恐
れ
は
無
く
、
人
体
へ
の
影
響
は
少
な
い

と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

機
械
室
や
駐
車
場
の
天
井
や
壁
に
吹

付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
が
あ
る
場
合
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
含
有
を
建
築
年
次
か
ら
推
定
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

大
き
く
分
け
れ
ば
１
９
７
５
年（
昭
和

50
年
）以
降
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト（
含
有
率

５
％
を
超
え
る
も
の
）の
吹
付
作
業
が

原
則
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、１
９

８
０
年（
昭
和
55
年
）以
降
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
が
、
１
９
８
８
年（
昭
和

63
年
）以
降
、
湿
式
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
が
、
業
界
の
自
主
規
制
に
よ
り

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
年
次
か
ら
見
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
有
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

検
査
機
関
に
よ
る
分
析
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
分
析
は
専
門
の
分
析
機
関
に
依

頼
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
費
用
は

分
析
に
３
万
〜
５
万
円
、
サ
ン
プ
ル
採
取

は
５
万
〜
10
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
。

検
査
機
関
は
、
（社）
日
本
石
綿
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jaasc.or.jp/

）

に
、
石
綿
含
有
建
材
中
の
石
綿
含
有
率

等
分
析
機
関
一
覧
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
。

昨
年
６
月
の
ア
ス
ベ
ス
ト
報
道

以
来
、
連
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や

新
聞
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
。
建
物
の
健
康

へ
の
影
響
が
心
配
と
い
う
こ
と
で
、

皆
様
に
も
様
々
な
お
問
い
合
わ
せ

が
来
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について最近の制度改正等について
「アスベスト」や「耐震性」など、不動産業にも関わる様 な々問題等が発生し、それに対応して「制度」や「法律」
がめまぐるしく改正されています。不動産という高額な商品を扱う以上、最新情報を把握した上で実情にあった
ビジネスを行うことが重要です。そこで、最近改正された法律等を紹介します。

特
集

ア
ス
ベ
ス
ト
と
は

ア
ス
ベ
ス
ト
と
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
の
違
い

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
の
判
断

危
険
の
見
分
け
方

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
わ
れ
方

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
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飛
散
防
止
処
理
を
行
う
工
法

3

囲
い
込
み
工
法
…
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
天
井
を
張
り
、

ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
が
飛
散
し
な
い
よ
う

囲
う
方
法

原
則
は
除
去
処
理
工
法
で
ア
ス
ベ
ス
ト

を
除
去
す
る
方
法
が
確
実
で
す
が
、
費

用
が
多
く
か
か
る
点
や
、
現
実
的
に
使

わ
れ
て
い
る
電
気
室
や
機
械
室
な
ど
で
、

除
去
作
業
が
で
き
な
い
場
合
は
、
封
じ

込
め
工
法
な
ど
で
一
時
的
に
処
理
し
、

時
期
を
み
て
最
終
的
に
除
去
処
理
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
は
石
綿
障
害
予
防
規
則
等
、
関

係
法
令
に
従
っ
て
適
切
に
対
処
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
劣
化
の
程
度
や
建
物

や
部
位
、
上
記
い
ず
れ
の
方
法
が
よ
い
か

工
法
も
含
め
、
専
門
の
業
者
と
相
談
の

う
え
、
適
切
な
工
法
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
は
、
特
定
化
学
物

質
等
作
業
主
任
者
の
資
格
及
び
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
の
資
格
を

有
し
、
関
係
法
規
を
遵
守
し
て
い
る
業

者
が
行
い
ま
す
。

特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者
は
、

特
定
化
学
物
質
等
障
害
予
防
規
則
に
お

い
て
、
石
綿
な
ど
の
特
定
化
学
物
質
な

ど
を
製
造
し
た
り
取
り
扱
う
作
業
に
お

い
て
選
任
す
べ
き
資
格
者
で
す
。
作
業
方

ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
に
つ
い
て
は
、
建
築

当
時
の
設
計
図
書
の
仕
上
げ
表
や
引
渡

書
類
の
中
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
メ
ー
カ
ー

や
製
品
名
を
把
握
し
製
造
時
期
か
ら
判

断
し
ま
す
。
（社）
日
本
石
綿
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.jaasc.or.jp/

）に
、

石
綿
含
有
建
築
材
料
の
商
品
名
と
製
造

時
期
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
設
計
図
書
が
な
い
場
合
は
、
建

築
物
を
施
工
し
た
業
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
成
形
板
は
基
本
的
に
は
塗

料
や
ク
ロ
ス
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が

少
し
破
れ
た
り
剥
が
れ
た
り
し
た
程
度

で
は
、
飛
散
の
お
そ
れ
は
極
め
て
少
な
い

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
時
や
解
体
の
時
に
、
材
料
を
切
っ
た

り
壊
し
た
り
す
る
と
き
に
は
注
意
が
必

要
で
、
法
令
に
の
っ
と
っ
た
工
事
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

実
際
に
飛
散
の
お
そ
れ
の
あ
る
、
吹

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
そ

の
処
理
に
は
、
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

1

除
去
処
理
工
法
…
既
存
の
吹
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
等
を
取
り
除
く
工
法

2

封
じ
込
め
工
法
…
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
薬
剤
を
浸
透

さ
せ
て
固
め
た
り
、
薬
剤
で
覆
っ
た
り

し
て
、ア
ス
ベ
ス
ト
を
封
じ
込
め
、

針
の
決
定
や
労
働
者
の
指
揮
、
除
去
に

お
い
て
必
要
な
装
置
類
の
点
検
な
ど
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
石
綿
な
ど
飛
散
性
石
綿
含

有
廃
棄
物
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
お
け

る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
ま

す
。
飛
散
性
石
綿
含
有
廃
棄
物
を
排
出

す
る
事
業
者
は
、
環
境
省
で
定
め
る
資

格
を
有
す
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
管

理
者
を
置
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
適
切
な
処
理
工
事
を
行
う

た
め
に
、「
（財）
建
築
セ
ン
タ
ー
」や「
（財）
建

築
保
全
セ
ン
タ
ー
」で
、
吹
付
け
石
綿
除

去
／
封
じ
込
め
工
事
に
係
る
審
査
証
明

事
業
の
認
定
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
認
定

を
受
け
て
い
る
業
者
の
一
例
は
、
（社）
日
本

石
綿
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
６
月
の
報
道
以
来
、
行
政
、

調
査
機
関
、
除
去
施
工
者
、
そ
し
て
一

般
の
方
々
が
一
種
の
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

行
政
は
、
法
の
整
備
や
処
理
方
法
の

指
導
、
そ
れ
に
伴
う
補
助
金
の
準
備
な

ど
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
調
査
機
関
は

フ
ル
回
転
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

で
検
査
を
希
望
す
る
人
が
急
増
し
、
試

験
場
の
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
２
、３
日
で
結
果
が
わ
か
っ
た
試

験
結
果
が
、
現
在
は
２
〜
３
カ
月
待
ち
の

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施
工
側
は
、ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
の
教
育
を
受
け
た
職
人
は
、

平
成
17
年
の
夏
で
全
国
に
数
百
人
程
度

し
か
お
ら
ず
、
こ
の
状
況
で
は
十
分
対
応

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

専
門
知
識
を
持
た
な
い
ま
ま
、
違
法
工

事
を
行
う
施
工
者
や
、
不
法
投
棄
の
話

も
聞
き
ま
す
。
施
工
者
も
工
事
に
必
要

な
機
械
を
そ
ろ
え
、
職
人
の
育
成
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
般
の
方
が
、「
自
分
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の

曝
露
被
害
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
」と
関
心
を
持
つ
気
持
ち
も
よ
く
わ

か
り
、
心
配
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
対
応
の
ほ
う
は
、
今
し
ば
ら
く
状

況
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
薦
め

し
ま
す
。
現
在
は
優
先
度
の
高
い
公
共

の
建
物
さ
え
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
一
度
に
民
間
の
個
別
の
建
物
の

対
応
ま
で
、
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
す
。

こ
こ
は
冷
静
に
判
断
し
て
い
た
だ
き
、
行

政
や
施
工
者
の
受
入
れ
態
勢
が
整
う
の

を
待
つ
こ
と
が
賢
明
な
選
択
と
思
わ
れ

ま
す
。

処
理
方
法

最
後
に

処
理
を
行
う
業
者
に
つ
い
て

ハ
ル
建
築
工
房

代
表
　
今
井
章
晴
（
い
ま
い
あ
き
は
る
）

一
級
建
築
士

賃
貸
不
動
産
管
理
士
講
師
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改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
４
つ
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
１
つ
目
は
、
規
約
を

容
易
に
理
解
で
き
、
か
つ
条
文
と
し
て

も
見
や
す
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
目
次
を
新
設
し
て
、

全
体
を
11
章
29
条
と
し
た
こ
と
、
規
約

と
規
則
で
定
め
る
事
項
を
よ
り
明
確
に

区
別
し
て
整
理
し
た
こ
と
、
理
解
し
や

す
い
規
定
に
し
た
こ
と
等
で
す
。

理
解
し
や
す
い
例
の
１
つ
と
し
て
、

新
規
約
４
項
６
条
の
３
号
に
お
い
て
、

「
予
告
広
告
」
の
定
義
を
変
更
し
、
予

告
広
告
の
後
に
は
本
広
告
の
必
要
が
あ

る
こ
と
及
び
本
広
告
の
意
味
も
明
確
に

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
時
代
の
変

化
と
と
も
に
、
制
定
当
時
は
妥
当
と
考

え
ら
れ
た
も
の
の
現
在
で
は
不
合
理
と

思
わ
れ
る
規
制
を
整
理
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
特
定
用
語
等
の
使
用

基
準
に
つ
い
て
、
旧
規
約
は
、
16
条
に

お
い
て
「
完
璧
、
日
本
初
、
最
高
級
、

特
選
、
買
得
」
等
の
用
語
の
使
用
に
つ

き
原
則
禁
止
し
、
１
項
か
ら
５
項
ま
で

の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に

例
外
的
に
使
用
で
き
る
旨
の
定
め
に
な

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
規
約
に
お
い

て
は
、
18
条
２
項
に
お
い
て
そ
の
使
用

基
準
を
緩
和
し
て
、「
当
該
表
示
内
容

を
裏
付
け
る
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
資

料
を
現
に
有
し
て
い
る
場
合
を
除
き
」

使
用
が
禁
止
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
そ

の
よ
う
な
資
料
を
有
し
て
い
れ
ば
使
用

で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
詳
細
な
解
説
は
省
略
い
た
し

ま
す
が
、
不
当
な
二
重
価
格
表
示
に
つ

い
て
も
、
旧
規
約
12
条
に
比
較
し
て
、

新
規
約
20
条
で
禁
止
の
範
囲
を
狭
め
て

い
ま
す
。

３
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
２
つ
目
の

ポ
イ
ン
ト
と
は
逆
に
、
制
定
当
時
に
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
生
じ
た
新
た
な
問
題
に

対
し
て
必
要
な
規
定
を
追
加
な
い
し
整

備
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
点
で
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

新
規
約
６
条
及
び
７
条
に
お
い
て
、
建

築
条
件
付
土
地
取
引
及
び
自
由
設
計
型

マ
ン
シ
ョ
ン
企
画
に
お
い
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
、
広
告
表
示
の
開
始

時
期
の
制
限
（
新
規
約
５
条
）
が
適
用

さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
点
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
新
規
約
18
条
２
項
に

お
け
る
特
定
用
語
の
使
用
基
準
に
お
い

て
、
特
定
用
語
に
「
完
売
」
等
の
語
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
約
23
条
に
お
い
て
、
禁

止
さ
れ
る
不
当
表
示
と
し
て
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ
る
誤
認

の
お
そ
れ
の
あ
る
表
示
等
８
項
目
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
公
正
か
つ
効

率
的
な
措
置
手
続
を
整
備
し
た
と
い
う

も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
本
規
約
に
違
反
す
る

事
業
者
に
対
す
る
措
置
を
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
で
、
適
正
手
続
き

の
観
点
か
ら
、
違
約
金
を
課
す
、
除
名

処
分
を
行
う
等
の
措
置
を
行
う
場
合
に
、

当
該
事
業
者
に
対
し
て
期
日
及
び
場
所

を
指
定
し
て
事
情
聴
取
を
し
、
当
該
事

業
者
に
対
し
て
意
見
及
び
証
拠
を
提
出

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
（
旧
規
約
22
条
４
項
、
新

規
約
27
条
４
項
）。

し
か
し
、
そ
の
事
情
聴
取
に
欠
席
し

た
場
合
に
つ
き
、
旧
規
約
に
お
い
て
は

定
め
が
な
く
、
規
約
違
反
の
場
合
に
措

置
逃
れ
や
措
置
の
先
送
り
を
目
的
と
し

た
事
情
聴
取
の
欠
席
に
対
す
る
有
効
な

手
立
て
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
新
規
約
27
条
５
項
に
お
い

て
、
正
当
な
理
由
な
く
２
度
続
け
て
欠

席
し
た
場
合
に
は
、
事
情
聴
取
を
経
る

こ
と
な
く
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防

止
法
の
規
定
を
受
け
て
、
不
動
産

業
界
に
よ
る
、
不
動
産
の
広
告
そ

の
他
の
表
示
に
関
す
る
自
主
的
規

制
で
す
。
自
主
的
規
制
で
は
あ
り

ま
す
が
、
公
正
取
引
委
員
会
の
認

定
を
受
け
て
お
り
、
違
反
者
に
は

違
約
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
規
約
は
、
昭
和
38
年

に
制
定
さ
れ
、
以
後
数
多
く
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

事
業
者
及
び
消
費
者
双
方
に
分
か

り
や
す
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
更

な
る
改
正
案
が
平
成
17
年
11
月
９

日
に
公
正
取
引
委
員
会
で
認
定
さ

れ
、
平
成
18
年
１
月
４
日
か
ら
全

面
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
以
下
、
最
新
の
改
正
に
つ
き

ま
し
て
、
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
重
要
と

思
わ
れ
る
点
に
絞
り
ま
し
て
、
概

要
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

不
動
産
の

表
示
に
関
す
る

公
正
競
争
規
約
、

規
則

改
正
公
正
競
争
規
約
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

社
団
法
人
首
都
圏
不
動
産
公
正
取
引
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.s
fko
u
to
ri.o
r.jp
/p
d
f/

n
e
w
_h
_kiya

ku
.p
d
f

）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
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ま
ず
、
国
土
交
通
大
臣
が
建
築
物
の

耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
促
進
を
図

る
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
、
こ
れ
を

正
式
に
は
「
建
築
物
の
耐
震
改

修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
と
い

い
ま
す
が
、
阪
神
大
震
災
を
契
機

と
し
て
、
平
成
７
年
12
月
25
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
８
年
、
９
年
、
11
年
の
改
正
を

経
て
現
在
に
至
る
の
で
す
が
、
近

時
、
新
潟
中
越
地
震
を
は
じ
め
と

し
て
大
規
模
な
地
震
が
頻
発
し
て

お
り
、
東
海
地
方
を
は
じ
め
と
し

て
大
規
模
地
震
の
発
生
が
叫
ば
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
17
年
に
さ
ら
に
改

正
が
な
さ
れ
、
平
成
18
年
１
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
耐
震
強
度
に
つ
い
て
は
社

会
的
に
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
、
こ
の
法
律
に
つ
い
て
平
成

17
年
の
主
な
改
正
点
を
簡
単
に
ご

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
新
法

４
条
）。

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該

都
道
府
県
内
に
お
け
る
建
築
物
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る
た

め
の
都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
を

定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
（
新
法
５
条
）。

国
土
交
通
大
臣
に
つ
い
て
は
、
現
行

法
に
お
い
て
は
特
定
建
築
物
の
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
に
関
す
る
指
針
を
定

め
公
表
す
る
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
ま
す
が
（
現
行
法
３
条
）、
こ

れ
を
よ
り
具
体
的
に
基
本
方
針
を
定
め

て
公
表
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
が

一
体
と
し
て
、
計
画
的
に
耐
震
化
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
目
的
か
ら
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

次
に
、
特
定
建
築
物
の
所
有
者
は
、

耐
震
診
断
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
耐

震
改
修
を
行
う
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
（
現
行
法
２
条
）、
そ
の

「
特
定
建
築
物
」
に
、
現
行
法
に
お
け

る
多
数
者
の
利
用
施
設
の
他
に
、「
危

険
物
の
貯
蔵
場
又
は
処
理
場
」、「
倒
壊

し
た
場
合
に
道
路
通
行
を
妨
げ
、
多
数

者
の
円
滑
な
避
難
を
困
難
と
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
建
築
物
」
も
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
新
法
６
条
）。

こ
れ
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
震

等
に
よ
る
災
害
時
に
緊
急
輸
送
路
や
避

難
路
を
確
保
し
、
被
害
を
減
少
さ
せ
る

た
め
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
現
行
法
に
お
い
て
、
地
方
公

共
団
体
は
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修

を
怠
っ
て
い
る
特
定
の
建
築
物
の
所
有

者
に
対
し
て
、
必
要
な
指
示
、
立
ち
入

り
検
査
を
し
、
又
は
報
告
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が

（
現
行
法
４
条
２
・
３
項
）、
こ
の
場
合

の
「
特
定
建
築
物
」
と
し
て
小
学
校
や

老
人
ホ
ー
ム
、
危
険
物
の
貯
蔵
場
又
は

処
理
場
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
範
囲
を
広
げ
る
（
新
法
７
条
２
項
）

と
同
時
に
、
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
に

は
そ
の
旨
を
公
表
で
き
る
こ
と
を
定
め

ま
し
た
（
新
法
７
条
３
項
）。

こ
れ
ら
は
、
地
方
公
共
団
体
の
指
示

等
の
実
行
性
を
有
ら
し
め
る
た
め
に
新

た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
計

画
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
耐
震
関
係

規
定
以
外
の
不
適
格
事
項
が
適
用
さ
れ

な
い
と
い
う
、
建
築
基
準
法
上
の
特
例

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
認
定
の
対
象
と

し
て
の
増
築
や
改
築
工
事
の
範
囲
を
拡

大
し
て
い
ま
す
（
新
法
８
条
３
項
）。

加
え
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
の
実
施
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
非
営
利
法
人
に

つ
き
、
法
の
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
申
請
を
受
け
て

耐
震
改
修
支
援
セ
ン
タ
ー
を
し
て
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
ま
し

た
（
新
法
17
条
〜
27
条
）。

指
定
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
は
、
特
定
建

築
物
の
耐
震
改
修
に
必
要
な
資
金
の
貸

付
け
の
債
務
保
証
や
、
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
に
関
す
る
情
報
資
料
の
収
集
、

整
理
、
提
供
、
調
査
、
研
究
等
を
行
う

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
新
法
19
条
）。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
耐
震
改
修

計
画
及
び
工
事
の
推
進
の
た
め
の
支
援

を
拡
充
し
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

全
て
の
改
正
点
に
つ
き
御
紹
介
で
き

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
正
は
、

1
計
画
的
な
耐
震
化
の
推
進
、
2
建
築

物
に
対
す
る
指
導
等
の
強
化
、
3
支
援

措
置
の
拡
充
、
と
い
う
３
つ
の
柱
の
観

点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

新
都
市
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
永
井
博
也
（
な
が
い
ひ
ろ
や
）

昭
和
49
年
10
月
24
日
生
ま
れ

平
成
12
年
３
月
　
東
京
大
学
法
学
部
卒
業

平
成
13
年
４
月
　
司
法
研
修
所
入
所

平
成
14
年
10
月
　
東
京
弁
護
士
会
登
録

新
都
市
総
合

法
律
事
務
所
入
所

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

特集・最近の制度改正について

耐
震
改
修
促
進
法
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人
気
T
V
ド
ラ
マ「
コ
メ
ッ
ト
さ

ん
」で
人
気
を
博
し
た
女
優
の
大
場
久

美
子
さ
ん
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
自
分
専

用
の
キ
ッ
チ
ン
や
冷
蔵
庫
が
ほ
し
か
っ

た
な
ど
、
住
ま
い
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強

か
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
大
場
さ
ん
が

現
在
、
住
ん
で
い
る
お
住
ま
い
を
決
め

る
ま
で
は
、
か
な
り
の
苦
労
が
あ
っ
た

と
か
。
そ
こ
で
、
家
探
し
の
と
き
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
聞
い
て
み
た
。

今
住
ん
で
い
る
一
軒
家
風
の
物
件
を

探
し
当
て
る
ま
で
に
、
半
年
も
時
間
が

か
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
住
ん
で
い
る

地
域
で
、
ペ
ッ
ト
が
飼
え
る
と
い
う
物

件
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ま
し
た
ね
。
探
し

始
め
の
頃
不
動
産
業
者
の
方
に
条
件
を

言
っ
た
ら
、
こ
の
辺
り
で
ペ
ッ
ト
と
ピ

ア
ノ
と
お
子
さ
ん
を
希
望
す
る
と
、
100

件
に
１
軒
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
半
年
も
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
が
。

ま
た
、
一
軒
家
風
の
物
件
は
、
考
え
て

な
く
て
、
ま
っ
た
く
見
て
い
な
か
っ
た

ん
で
す
よ
。
で
も
、
最
後
に
な
っ
て
不

動
産
業
者
の
方
か
ら「
う
ち
が
持
っ
て

い
る
物
件
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
見
て
み

な
い
」っ
て
言
わ
れ
て
、
雨
が
ザ
ー
ザ

ー
降
る
な
か
見
に
行
き
ま
し
た
。
物
件

を
見
た
瞬
間
に「
あ
、
こ
こ
」っ
て
即
決

し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
は
、
半
年

も
何
や
っ
て
い
た
の
か
な
っ
て
思
い
ま

し
た
ね
。

こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
動

産
業
者
の
方
と
付
き
合
い
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、
半
年
も
親
身
に
な
っ
て
付
き

合
っ
て
く
れ
た
今
の
不
動
産
業
者
の
方

は
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
に
行

く
と
い
う
。

前
に
住
ん
で
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
と

き
も
そ
の
不
動
産
業
者
の
方
だ
っ
た
ん

で
す
よ
。
今
回
は
、
そ
の
と
き
と
担
当

の
方
が
違
っ
た
ん
で
す
が
、
半
年
も
辛

抱
強
く
付
き
合
っ
て
く
れ
た
の
で
す
か

ら
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の

不
動
産
業
者
の
方
は
、
す
ご
く
正
直
な

ん
で
す
よ
。
初
め
に
条
件
を
言
っ
た
ら
、

ま
ず
、
物
件
の
悪
い
と
こ
ろ
か
ら
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
か
ら
。
問
題
点
を
言

っ
て
く
れ
る
か
ら
、
私
も
そ
れ
を
聞
い

て
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
が

で
き
ま
し
た
。
私
生
活
の
こ
と
や
犬
の

性
格
の
こ
と
ま
で
話
し
ま
し
た
ね
。
ど

ん
な
こ
と
で
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
、

ま
る
で
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
み
た
い
な

感
じ
。
そ
の
う
え
で
、
セ
レ
ク
ト
し
た

物
件
を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
決
ま
っ
た
後
も
、
私
が
お
願
い

す
る
前
に
、
大
家
さ
ん
に
家
賃
の
値
下

多忙な日々を送る芸能人にとって、安らぎの場となる住まい。
生活の中で、重要なポイントとなる住まいを、

女優の大場久美子さんはどのように思っているのだろうか。

Vol.1大場 久美子さん

私のすまい
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げ
交
渉
を
し
て
く
れ
た
ほ
ど
な
ん
で
す

よ
。
大
家
さ
ん
も
す
ご
く
い
い
人
で
、

１
年
分
の
水
道
代
は
い
ら
な
い
っ
て
言

っ
て
、
払
お
う
と
し
て
も
受
け
取
っ
て

く
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
ま
で

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
で
、
大
家
さ

ん
と
の
か
か
わ
り
と
か
、
近
所
付
き
合

い
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

今
は
そ
う
い
う
こ
と
も
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
人
間
の
つ

な
が
り
は
大
切
だ
な
っ
て
痛
感
し
て
い

ま
す
。次

の
引
っ
越
し
先
は
、
ず
っ
と
長

く
住
む
場
所
と
決
め
て
い
る
大
場
さ
ん
。

そ
ん
な
大
事
な
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
良

い
出
会
い
が
あ
る
ま
で
は
、
今
の
住
ま

い
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
。

今
の
住
ま
い
は
、
ペ
ッ
ト
の
た
め
に

引
っ
越
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
家

の
中
は
ペ
ッ
ト
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。
低
い
と
こ
ろ
に
物
を
置
か
な
い
と

か
、
地
震
の
と
き
に
こ
れ
が
落
ち
て
き

た
ら
危
な
い
と
か
。
玄
関
に
は
、
犬
専

用
の
避
難
袋
が
あ
る
く
ら
い
で
す
か
ら

(

笑)

。
だ
か
ら
、
に
お
い
も
気
に
し
ま

す
し
、
こ
ま
め
に
掃
除
も
し
て
い
ま
す
。

次
の
住
ま
い
の
理
想
で
す
け
ど
、
ベ
ラ

ン
ダ
だ
け
が
異
様
に
広
い
と
こ
ろ
が
い

い
で
す
ね
。
そ
こ
に
犬
に
や
さ
し
い
、

足
も
よ
ご
れ
な
い
、
ヒ
ノ
キ
の
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
引
い
た
ド
ッ
ク
ラ
ン
を
作
り

た
い
ん
で
す
よ
。
今
は
、
４
時
か
５
時

く
ら
い
に
起
き
て
30
分
く
ら
い
散
歩
さ

せ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
思
い
っ
き
り

走
ら
せ
て
あ
げ
た
い
。
だ
か
ら
、
屋
上

か
ベ
ラ
ン
ダ
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
作
れ
る

物
件
が
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
分
か
ら
な
い
で
す
け

ど
。
そ
れ
が
夢
で
す
ね
。
あ
と
は
な
に

も
な
い
部
屋
と
い
う
か
、
こ
ま
ご
ま
と

し
た
も
の
は
な
に
も
置
か
な
い
部
屋
。

ソ
フ
ァ
な
ら
ソ
フ
ァ
、
ベ
ッ
ド
な
ら
ベ

ッ
ド
だ
け
を
置
く
。
あ
と
は
、
植
木
と

お
花
だ
け
っ
て
い
う
、
な
に
も
な
い
部

屋
に
住
み
た
い
で
す
ね
。
老
後
の
た
め

に
、
掃
除
し
や
す
い
と
か
、
生
活
し
や

す
い
と
か
が
理
由
な
ん
で
す
け
ど(

笑)

。

ま
だ
早
い
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
け
ど
、

老
後
の
こ
と
を
考
え
て
の
人
生
設
計
を

始
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
こ

と
も
含
め
て
、
次
の
住
ま
い
は
、
ず
っ

と
住
め
る
場
所
に
し
た
い
。

仕
事
柄
、
な
か
な
か
家
に
い
る
こ

と
が
少
な
い
大
場
さ
ん
に
と
っ
て
住
ま

い
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

私
に
と
っ
て
、
唯
一
、
芸
能
人
を
忘

れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
素
の
自
分

に
戻
れ
る
場
所
。
だ
か
ら
素
朴
な
も
の

を
置
き
た
い
ん
で
す
よ
。
食
器
だ
っ
た

ら
、
ち
ょ
っ
と
に
ご
っ
た
感
じ
に
見
え

る
よ
う
な
も
の
。
木
と
か
で
も
使
い
込

ん
で
い
て
、
味
が
出
て
ど
ん
ど
ん
良
い

色
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
か
。
自
分
の

歴
史
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
と
す
ご

く
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。

大場さんが、最も大切にしている愛犬。小さい頃から動物が好きで、マルチーズやシ
ープドックなどいろんな種類の犬の世話をしていたとか。

おおば・くみこProfi le
1960年生まれ、埼玉県出身。'75年に「決定版！あなたを
スターに」に応募したことがきっかけで、プロダクション
にスカウトされる。'77年に「あこがれ」で歌手デビュー、
「1億人の妹」のキャッチフレーズで注目される。'78年に
はTBS系のドラマ「コメットさん」に出演し、本格的に女
優活動を開始。現在も、ドラマや舞台、CMで活躍中。
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賃
借
人
Ｘ（
個
人
・
非
事
業
者
）は
、
平

成
10
年
７
月
10
日
、
賃
貸
人
Ｙ（
個
人
・

事
業
者
）と
の
間
で
賃
借
期
間
を
平
成
10

年
７
月
１
日
か
ら
平
成
11
年
６
月
30
日

ま
で
、
賃
料
月
額
５
万
５
０
０
０
円
の
約

定
で
京
都
市
所
在
の
建
物
を
賃
借
し
、

敷
金
20
万
円
を
預
託
し
た
う
え
、
引
渡

し
を
受
け
た
。

本
件
契
約
に
は
、
自
然
損
耗
及
び
通

常
の
使
用
に
よ
る
損
耗
の
原
状
回
復
義

務
は
Ｘ
の
負
担
と
す
る
と
の
特
約
が
あ
っ

た
。
本
件
契
約
は
、
１
年
ご
と
に
合
意
に

よ
り
更
新
さ
れ
、
最
終
の
更
新
合
意
は

平
成
13
年
７
月
７
日
に
な
さ
れ
た
後
、
平

成
14
年
６
月
９
日
に
終
了
し
、
同
日
Ｘ
は

Ｙ
に
本
件
建
物
を
明
け
渡
し
た
。
し
か

し
、
Ｘ
の
敷
金
返
還
請
求
に
対
し
て
Ｙ

は
本
件
建
物
の
原
状
回
復
費
用
と
し
て

20
万
円
を
要
し
た
と
し
て
敷
金
全
額
の

返
還
を
拒
否
し
た
こ
と
か
ら
、Ｘ
が
敷
金

全
額
の
返
還
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

上
記
の
事
例
に
つ
い
て
、
裁
判
所

（
京
都
地
方
裁
判
所
平
成
16
年
３
月
16

日
判
決
）
は
、「（
賃
貸
借
契
約
の
締
結

日
が
消
費
者
契
約
法
の
施
行
前
で
あ
っ

て
も
、
賃
貸
借
契
約
が
更
新
合
意
さ
れ

た
日
が
消
費
者
契
約
法
の
施
行
後
で
あ

れ
ば
）
更
新
後
の
賃
貸
借
契
約
に
は
消

費
者
契
約
法
の
適
用
が
あ
る
」
と
判
断

し
た
上
で
、「
賃
借
人
が
賃
貸
借
の
契

約
の
締
結
に
あ
た
っ
て
、
明
渡
し
時
に

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
損
耗

等
に
よ
る
原
状
回
復
費
用
を
予
想
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
（
中
略
）。
こ
れ

に
対
し
、
賃
貸
人
は
将
来
の
自
然
損
耗

等
に
よ
る
原
状
回
復
費
用
を
予
想
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
中
略
）。
以
上

の
点
を
総
合
考
慮
す
れ
ば
、
自
然
損
耗

等
に
よ
る
原
状
回
復
費
用
を
賃
借
人
に

負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
契
約
締
結
に
あ

た
っ
て
の
情
報
力
及
び
交
渉
力
に
劣
る

賃
借
人
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
も

の
と
言
え
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件

原
状
回
復
特
約
は
消
費
者
契
約
法
10
条

に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
」
と
判
断
し
て
、
Ｘ
の
請

求
を
認
容
し
た
。

賃
貸
物
件
の
修
繕
は
、
賃
借
人
の
過

失
に
よ
る
汚
損
や
破
損
以
外
の
場
合
は
、

通
常
、
賃
貸
人
の
義
務
で
あ
り
、
そ
の

費
用
も
賃
貸
人
が
負
担
す
る
（
民
法
６

０
６
条
）。
契
約
自
由
の
原
則
か
ら
、

賃
借
人
と
賃
貸
人
が
自
然
損
耗
等
の
原

状
回
復
を
賃
借
人
の
負
担
と
合
意
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
合
意
通
り
の
効
力
を

認
め
て
も
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
判
決
は
事
業
者
と
非
事

業
者
の
情
報
力
・
交
渉
力
の
格
差
等
を

勘
案
し
て
、
本
件
原
状
回
復
特
約
を
消

費
者
契
約
法
10
条
に
よ
り
無
効
と
判
断

し
た
。

す
な
わ
ち
、
本
判
決
に
よ
る
と
事
業

者
で
あ
る
賃
貸
人
と
事
業
者
で
は
な
い

賃
借
人
間
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
は
、

契
約
書
に
「
自
然
損
耗
等
の
原
状
回
復

の
負
担
を
賃
借
人
と
す
る
」
と
の
特
約

が
あ
っ
て
も
、
そ
の
特
約
は
消
費
者
契

約
法
10
条
に
よ
っ
て
無
効
と
判
断
さ
れ
、

賃
借
人
の
過
失
に
よ
ら
な
い
原
状
回
復

費
用
を
敷
金
か
ら
差
引
く
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

ケ
ー
ス
１

裁
判
所
の
判
断

今
後
の
対
応
な
ど

先日、（社）全国宅地建物取引業協会連合
会が行った「賃貸不動産管理業に関するア
ンケート調査報告書」でも、「原状回復」につ
いては「ルール化を望む」など依然として高
い関心が示されています。そこで今回は「原
状回復」について、最近の判例を紹介します。「賃貸トラブル」

判例 学ぶか
ら

自
然
損
耗
の
原
状
回
復
と

消
費
者
契
約
法

HOW TO

「賃貸トラブル」

民法、商法その他の法律の公
の秩序に関しない規定の適用に
よる場合に比し、消費者の権利
を制限し、又は消費者の義務を
加重する消費者契約の条項であ
って、民法１条２項規定する基
本原則に反して消費者の利益を
一方的に害するものは、無効と
する。

消費者契約法10条
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賃
借
人
Ｘ
は
平
成
12
年
４
月
、
賃
貸

人
Ｙ
と
の
間
で
東
京
都
港
区
の
物
件
に

つ
き
、
賃
借
期
間
を
平
成
12
年
４
月
19

日
か
ら
２
年
間
、
賃
料
月
額
13
万
９
０

０
０
円
、
ペ
ッ
ト
飼
育
可
の
約
定
で
賃

貸
借
契
約
を
締
結
し
、
敷
金
41
万
７
０

０
０
円
を
預
け
入
れ
た
。

な
お
、
本
件
契
約
に
は「
1
室
内
の

リ
フ
ォ
ー
ム
2
壁
付
属
部
品
等
の
汚

損
・
破
損
の
修
理
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
取

替
3
ペ
ッ
ト
消
毒
に
つ
い
て
は
賃
借
人

の
負
担
」と
す
る
旨
の
特
約
が
あ
っ
た
。

本
件
建
物
に
は
、
約
１
年
７
カ
月
の

間
、
Ｘ
の
娘
が
居
住
し
、
小
型
犬
で
あ

る
チ
ワ
ワ
を
飼
育
し
た
。

本
件
契
約
は
、
平
成
13
年
12
月
初
旬

に
解
約
と
な
っ
た
。
そ
し
て
Ｙ
は
、
Ｘ

に
対
し
て
本
件
特
約
等
に
基
づ
く
原
状

回
復
費
用
と
し
て
、
ク
ロ
ス
・
ク
ッ
シ

ョ
ン
フ
ロ
ア
張
替
費
用
・
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
費
用
等
合
計
50
万
７
４
５
円
が
掛
か

っ
た
と
し
て
、
そ
の
支
払
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
は
、
通
常
損
耗
等
以

上
の
損
害
を
与
え
た
事
実
は
な
く
、
自

ら
の
負
担
費
用
は
な
い
と
し
て
、
敷
金

全
額
の
返
還
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

上
記
の
事
例
に
つ
き
裁
判
所
（
東
京

簡
易
裁
判
所
平
成
14
年
９
月
27
日
判

決
）
は
、
本
件
特
約
1

に
つ
い
て
、

「
室
内
リ
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
大
規
模

な
修
繕
を
何
だ
の
限
定
も
な
く
賃
借
人

の
負
担
と
す
る
合
意
は
、
借
地
借
家
法

の
趣
旨
等
に
照
ら
し
て
も
無
効
」
と
判

断
し
た
。

ま
た
、
本
件
特
約
2

に
つ
い
て
、

「
賃
借
人
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
建
物

の
毀
損
や
通
常
の
使
用
を
超
え
る
使
用

方
法
等
に
よ
る
損
耗
等
に
つ
い
て
、
そ

の
回
復
を
約
定
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

と
解
さ
れ
る
」
と
判
断
し
、
ク
ロ
ス
張

替
費
用
は
Ｘ
の
負
担
を
全
額
認
め
ず
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
に
つ
い
て
は
Ｘ
に

過
失
が
認
め
ら
れ
る
部
分
の
補
修
費
用

３
８
０
０
円
及
び
残
材
処
理
費
３
０
０

０
円
の
み
を
Ｘ
の
負
担
と
し
た
。

そ
し
て
、
本
件
特
約
3
に
つ
い
て
は
、

「
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
た
場
合
に
は
、
臭

い
の
付
着
や
毛
の
残
存
、
衛
生
上
の
問

題
等
が
あ
る
の
で
、
そ
の
消
毒
の
費
用

に
つ
い
て
賃
借
人
の
負
担
と
す
る
こ
と

は
合
理
的
で
あ
り
、
有
効
な
特
約
と
解

さ
れ
る
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
実
質
的
に
ペ
ッ
ト
消
毒
を
代
替
す

る
も
の
と
思
わ
れ
、（
中
略
）
そ
の
費

用
５
０
０
０
円
は
Ｘ
の
負
担
と
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
。

本
裁
判
例
は
、
他
の
多
数
の
裁
判
例

と
同
様
に
、
原
状
回
復
を
賃
借
人
の
負

担
と
す
る
特
約
の
効
力
を
限
定
的
に
解

釈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
裁
判
例
は
、
ペ
ッ
ト
飼

育
可
の
建
物
賃
貸
借
に
お
い
て
、
賃
借

人
が
実
際
に
ペ
ッ
ト
飼
育
を
し
た
場
合
、

ペ
ッ
ト
飼
育
に
か
か
わ
る
消
毒
費
用
を

（
賃
借
人
の
過
失
の
有
無
を
問
わ
ず
）

賃
借
人
の
負
担
と
す
る
特
約
を
有
効
と

判
断
し
て
お
り
、
こ
の
点
が
特
徴
的
で

あ
る
（
な
お
、
こ
の
よ
う
な
特
約
の
な

い
場
合
、
ペ
ッ
ト
飼
育
に
か
か
わ
る
消

毒
費
用
は
賃
貸
人
負
担
で
あ
る
点
に
つ

い
て
は
注
意
を
要
す
る
）。

以
上
か
ら
、
ペ
ッ
ト
飼
育
可
の
建
物

賃
貸
借
の
貸
主
は
、「
ペ
ッ
ト
飼
育
に

か
か
わ
る
消
毒
費
用
を
賃
借
人
の
負
担

と
す
る
」
旨
の
特
約
を
契
約
書
に
盛
り

込
む
対
応
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

ケ
ー
ス
2

裁
判
所
の
判
断

今
後
の
対
応
な
ど

原
状
回
復
特
約
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
消
毒
特
約
に
つ
い
て

第
一
東
京
弁
護
士
会
所
属

亀
山
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
武
市
吉
生
（
た
け
ち
よ
し
お
）
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「
遺
産
分
割
対
策
」
で
す
。

次
に
重
要
な
の
は
、「
納
税
資
金
対

策
」
で
す
。
こ
の
２
つ
の
問
題
を
解
決

し
た
上
で
、「
相
続
税
節
税
対
策
」
を

行
う
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
、
所
得
税
や
保
有
税
ま
で
も

視
野
に
入
れ
た
資
産
税
対
策
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

遺
産
分
割
対
策
は
、
財
産
を
相
続
人

に
ス
ム
ー
ズ
に
承
継
さ
せ
る
た
め
の
対

策
で
す
。

遺
産
分
割
に
お
い
て
は
、「
相
続
」

が
「
争
族
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
は
、
財
産
の
内
容
を
把
握

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
理
解
し
、

財
産
を
受
け
継
ぐ
相
続
人
に
と
っ
て
管

理
・
処
分
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
お
き

ま
す
。
そ
の
上
で
、
売
却
や
交
換
、
買

換
え
な
ど
に
よ
り
財
産
を
組
み
替
え
、

単
独
で
相
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
最
後
に
、
ど
の
財

産
を
誰
に
残
す
か
と
い
う
こ
と
を
遺
言

書
で
決
め
て
お
き
ま
す
。

相
続
対
策
に
は
、「
遺
産
分
割
対
策
」、

「
納
税
資
金
対
策
」、「
相
続
税
節
税
対

策
」
の
三
原
則
が
あ
り
ま
す
。

相
続
対
策
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
相
続

税
節
税
対
策
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
相
続
対
策
で
一
番
重
要
な
の
は
、

納
税
資
金
対
策
は
、
相
続
税
を
ス
ム

ー
ズ
に
納
税
す
る
た
め
の
対
策
で
す
。

納
税
資
金
対
策
の
原
則
は
、
相
続
税
に

必
要
な
金
銭
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
に

つ
き
ま
す
。

不
動
産
を
納
税
し
や
す
い
よ
う
に
組

み
替
え
た
り
、
事
前
に
処
分
し
て
流
動

性
の
高
い
金
融
資
産
に
し
て
お
く
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
相
続
財
産
に
占
め
る
不
動
産

の
割
合
が
大
き
い
場
合
な
ど
、
金
銭
に

よ
る
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
不
動

産
な
ど
金
銭
以
外
の
財
産
で
相
続
税
を

納
め
る
物
納
に
対
応
す
る
た
め
の
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

相
続
税
節
税
対
策
は
、「
財
産
の
評

価
を
引
き
下
げ
る
対
策
」
と
、「
贈
与

に
よ
り
財
産
を
減
少
さ
せ
る
対
策
」
の

２
つ
の
対
策
か
ら
な
り
ま
す
。

以
前
は
相
続
税
対
策
と
い
え
ば
、
評

価
引
下
げ
対
策
が
全
盛
で
あ
り
、
バ
ブ

ル
時
に
は
節
税
対
策
と
称
し
て
莫
大
な

借
金
を
し
て
相
続
税
節
税
対
策
を
行
う

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
資
産
価
値
が

下
落
し
、
借
金
の
返
済
も
ま
ま
な
ら
な

い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
法
律
や
通
達
が
改
正
さ
れ

て
、
実
行
し
た
相
続
税
節
税
対
策
が
全

く
効
果
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
ど
い
ケ
ー
ス
で

は
、
す
べ
て
財
産
を
処
分
し
て
も
、
後

に
残
っ
た
の
は
借
金
だ
け
と
い
う
相
続

税
対
策
破
産
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

安
易
な
節
税
対
策
は
取
り
返
し
が
つ

か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
安
全
・
確
実
な
方
法
に
よ

り
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

際
に
は
、
相
続
税
に
詳
し
い
税
理
士
な

ど
専
門
家
を
オ
ー
ナ
ー
に
紹
介
し
て
、

オ
ー
ナ
ー
の
相
談
に
回
答
し
て
も
ら
う

こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

相
続
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は

何
で
し
ょ
う
か
？

相続対策のポイント

Q&A

賃
貸
不
動
産
を
多
数
所
有
す
る

個
人
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
、
相
続

対
策
は
大
き
な
関
心
事
で
す
。
賃

貸
管
理
業
を
営
む
皆
様
に
と
っ
て

も
、
そ
ん
な
オ
ー
ナ
ー
の
関
心
事

に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し

て
お
く
こ
と
は
、
営
業
戦
略
の
面

か
ら
も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
、
不
動
産
オ
ー
ナ

ー
の
相
続
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
次
の
通
り

に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

入 門 編

Q1

相
続
対
策
の
う
ち
、

「
納
税
資
金
対
策
」と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

Q3

相
続
対
策
の
う
ち
、

「
相
続
税
節
税
対
策
」と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

Q4

相
続
対
策
の
う
ち

「
遺
産
分
割
対
策
」と
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
？

Q2
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不
動
産
を
遺
産
分
割
す
る
際
の
ポ
イ

ン
ト
は
、「
共
有
名
義
に
し
な
い
」
こ

と
で
す
。

相
続
財
産
に
不
動
産
が
あ
る
場
合
に
、

「
と
り
あ
え
ず
相
続
人
全
員
で
共
有
」

と
い
う
遺
産
分
割
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
遺
産
分
割
の
核
心
の
話
に
踏

み
込
む
と
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
そ

う
だ
、
今
ま
で
仲
良
く
や
っ
て
き
た
の

だ
か
ら
、
こ
の
関
係
を
壊
し
た
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
、「
と
り
あ
え
ず
共
有

で
相
続
す
る
」
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
動
産
の
共
有

は
ト
ラ
ブ
ル
の
先
送
り
と
な
る
だ
け
で

す
。例

え
ば
、
兄
と
弟
で
４
カ
所
に
あ
る

相
続
不
動
産
を
す
べ
て
「
共
有
持
分
２

分
の
１
」
ず
つ
相
続
す
る
と
し
ま
す
。

こ
の
場
合
だ
と
、
兄
弟
２
人
が
各
々
の

土
地
に
つ
い
て
２
分

の
１
の
持
分
を
相
続

し
た
場
合
、
そ
の
共

有
不
動
産
か
ら
生
ず

る
収
入
も
２
分
の
１
、

経
費
も
２
分
の
１
ず

つ
分
け
て
負
担
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
土
地
の

１
つ
を
売
却
し
よ
う

と
い
う
場
合
も
、
共

有
し
て
い
る
兄
弟
２

人
の
同
意
が
必
要
で

す
。そ

れ
で
も
、
兄
弟

２
人
が
健
在
で
、
仲

が
良
い
場
合
に
は
問

題
と
な
る
こ
と
が
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
兄
弟
の

次
の
代
に
な
る
と
、
問
題
は
さ
ら
に
面

倒
に
な
り
ま
す
。

兄
が
亡
く
な
る
と
兄
が
所
有
し
て
い

た
土
地
の
持
分
は
兄
の
子
供
た
ち
が
相

続
し
ま
す
。
弟
に
も
や
が
て
相
続
が
発

生
す
る
と
、
従
兄
弟
が
持
分
４
分
の
１

ず
つ
土
地
を
共
有
す
る
、
と
い
う
こ
と

が
あ
り
得
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
な
か

な
か
収
拾
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。「
と

り
あ
え
ず
共
有
」
は
ト
ラ
ブ
ル
の
先
送

り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
兄
弟
２
人
が
４
カ
所
の
土

地
を
単
独
所
有
す
る
よ
う
な
遺
産
分
割

を
す
る
方
法
が
よ
い
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
前
の
相
続
の
際
に
「
と
り
あ

え
ず
相
続
人
全
員
で
共
有
」
に
し
て
し

ま
い
、
そ
の
不
動
産
の
開
発
や
処
分
が

ま
ま
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
不
動
産
の
交
換
等

を
行
い
、
開
発
や
処
分
が
で
き
る
状
態

に
組
み
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
続
発
生
後
、

不
動
産
を
相
続
人
間
で

遺
産
分
割
す
る
場
合
の

ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
？

Q5

山
崎
　
信
義
（
や
ま
ざ
き
　
の
ぶ
よ
し
）

税
理
士
／
社
会
保
険
労
務
士
／
Ｃ
Ｆ
Ｐ
認

定
者
／
１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
士
／
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

昭
和
42
年
大
阪
府
生
ま
れ
。

平
成
２
年
　
同
志
社
大
学
経
済
学
部
卒

同
年(

株)

大
和
銀
行（
現：

り
そ
な
銀
行
）入

行
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
部
門
及

び(

株)

大
和
銀
総
合
研
究
所
で
税
務
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
し
、
平
成
５
年

税
理
士
試
験
合
格
。

現
在
は
、
税
理
士
法
人
タ
ク
ト
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
情
報
企
画
室
室
長
と
し
て
、
相
続
、

譲
渡
、
事
業
承
継
か
ら
企
業
組
織
再
編
ま

で
資
産
税
を
機
軸
と
し
た
幅
広
い
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
携
わ
る
。

各
種
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書：

「
大
家
さ
ん
業
で
成
功
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
」

「
新
会
社
法
で
有
限
会
社
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
」「
資
本
金
１
円
で
で
き
る
株
式
会
社
・
有

限
会
社
の
作
り
方（
明
日
香
出
版
社
）」「
Ｑ
＆
Ａ

オ
ー
ナ
ー
社
長
の
税
金
虎
の
巻
」「
Ｑ
＆
Ａ
上
手

な
不
動
産
組
替
え
虎
の
巻
」（
大
蔵
財
務
協
会
）、

「
生
前
相
続
」（
文
芸
社
）な
ど

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

R

相続対策のポイントＱ＆Ａ・入門編

（備考）回答者は全国の15～79歳の男女3,670人。

あなたは将来、子どもなどに遺産を残すことについて、どのようにお考えです
か。次の中から、あなたの考えに近いものをお選び下さい。ただし、配偶者は
除いて考えて下さい。（○は１つ）

内閣府　平成16年度　国民生活選考調査　より作成
遺産を残すことに否定的な人の割合（自分の人生を楽しみたいので遺産を残すことは考
えていない）は8.9％で1割未満となっている

「遺産を残すことに対する考え方」意識調査
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【テーマ１】「不動産証券化の基礎と実務」

講師　ジャパンエクセレント
アセットマネジメント（株）
田辺信之氏

【テーマ２】「実務としてのプロパティマネジメント」

講師　アストリズム・
アーチャー（株）
定村 高氏

なお、２月16日（木）に大阪（御堂会館敷地内同朋会館１階講堂）にて同内容の研修会を開催します。

実務研修会を開催 平成18年１月19日（木）に東京の建築会館ホールにて

実務研修会を開催しました。テーマについては、下記のとおり。

法律相談実施のご案内

本会では、昨年11月より毎月会員限定の電話による法律相談を

実施しています。２月・３月につきましては、繁忙期になることから、次の日

程にて実施致します。相談料は無料、相談時間は１回２０分以内を目安

とさせていただきます。是非ご利用下さい。

なお、参考としてこれまでにあった質問をいくつかご紹介致します。

協会からのお知らせ

日本興業銀行入行後、興和不動産で不
動産ファンド業務等に携わり、ジャパン
エクセレントアセットマネジメント（株）
取締役企画本部長に就任。不動産証券
化協会の委員なども務める。

アストリズム・アーチャー株式会社代表
取締役。CPMR・不動産経営管理士。
ＩＲＥＭＪＡＰＡＮ／ＩＲＥＭ日本支部初代会
長。2004年ＪＲＥＭ・国際ＣＰＭR協会理
事／運営委員長（初代会長・2001年）

【相談事例】
家賃を滞納している賃借人に対し、明渡しの訴訟を検討しているが、事前に準備
すべき点あるいは注意点を教えて欲しい

Q

A
信頼関係破壊の要件を満たすことを証明する必要があるため、賃料収納状況、督促状況等の詳細な
記録は残す必要があり、解除が有効になされたことを示す書類（相手方が通知を受け取ったこと）を
用意すべきである

法人契約の場合、保証人を代表取締役にするケースが多いと思われるが、そうし
なければならない理由はあるのか

Q

A
保証人に何を求めるのかによっていろいろな設定がありえる。万一、会社が倒産したときの家賃
等債権の確保を想定するのであれば、多くは社長も一緒に個人破産するため、債権確保になりえ
ないが、日々の管理等に当たり協力を求めるという状況を想定するなら、社長個人に保証人とな
ってもらうことは有益と思われる

駐車場の賃貸借において、賃借人が車を放置し行方不明になってしまった。車の
所有者は賃借人とは別にいる場合、所有者に引き取り請求できるか

Q

A
賃借人が行方不明であり連絡がつかない場合、法的手続きにより解除することによって賃借権は
存在しないこととなる。また、賃貸借契約とは別に、車の所有者との関係では、「賃借人に明渡請
求することは不可能であるから、駐車場の所有権が当該車によって侵害されていると評価できる」
として、所有者に対し、駐車場所有権の妨害排除請求権を行使することは可能

※上記内容を含め、今後の相談事例等を
活用し、「賃貸管理Ｑ＆Ａ（仮称）」を作成、
会員へ配布する予定です。

2月10日（金）、2月24日（金）
3月10日（金）、3月24日（金）
いずれも午後1時～4時
電話番号■03-3865-7031

相談実施日
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ニュースファイル 住宅新報から 10月下旬～12月

賃貸管理業法制度約７割「必要」

全宅連調査
（社）全国宅地建物取引業協会連合会はこのほど、

「賃貸不動産管理業務に関するアンケート調査報告

書」をまとめた。それによると、賃貸不動産管理業

務を確立するための法制度について、66.5％が「必

要である」と回答。約7割が法制度の必要性を感じ

ていることが分かった。また、「どちらとも言えない」

は24.5％で、「必要ない」については9.0％にとどま

った。

法制度が「必要」と回答した人に、その内容を聞い

たところ、「管理業に係わる資格者の設置」が

64.9％で最多。次いで「届出制度または管理業登録

制度の導入」63.6％、「退去時の原状回復ルールの

制度化」59.1％、「管理委託契約書の書面化義務付

け」45.7％と続く。

仮に任意の管理業者登録制度が創設された場合、

登録するかという質問には、45.1％が「積極的に登

録したい」と回答。「状況を見て登録する」（51.0％）

を含めると、9割以上が登録する意向であることが

分かった。「登録しない」は3.9％に過ぎなかった。

また、事務所への賃貸管理業に関する資格者設置に

ついては、「資格者（他業務との兼務可能）の設置を

義務付けるべき」という意見が最も多く41.9％だっ

た。次いで、「専任資格者の設置を義務付けるべき」

が28.1％、「資格者を置くことが望ましい程度の努

力目標にすべき」が23.4％で、「資格者に関する規

定は必要ない」は7.4％だった。

同調査は、今年9月、賃貸不動産管理業務の現状

を把握し、制度確立への基礎資料とするため、賃貸

不動産管理業協会会員を対象に実施された。有効回

答数は1112件。（略） （11／8）

全宅連 ＡＭ・ＰＭの
業務明確化を社整審に意見書
（社）全国宅地建物取引業協会連合会はこのほど、

ＡＭ・ＰＭの役割明確化や管理業法創設を求める意見

書をまとめ、投資家が安心して参加できる不動産市

場の整備を検討している国土交通省の社会資本整備

審議会産業分科会不動産部会に提出した。

意見書では、ＡＭ（アセットマネジメント会社）やＰ

Ｍ（プロパティマネジメント会社）が信託銀行とテナ

ント間の宅地建物取引業法上の代理・媒介的な業務

を行っている状況を踏まえて、宅建業とどのように

整理されるのか、実質的な代理・媒介行為に報酬が

発生していることは問題ではないのか、などを明確

にしていくことが重要とした。（略） （12／20）

揺らぐ確認制度への信頼

耐震基準の50％で使用制限
マンションの構造計算書が偽造されていた問題で、

国土交通省は11月25日、各自治体との3回目の連絡

協議会を開き、状況報告と今後の対応を協議した。

自治体が退去を命じるなど建物の使用制限をする

場合の基準値として、必要な耐震性の半分を目安とす

ることを申し合わせた。国土交通省の調査では竣工

済みの14棟のうち12棟が耐震基準の2分の1以下

となっている。

12月1日までに、耐震性に問題の指摘されている

建物のある各自治体で、詳細な再計算と施工状況を

確認することにしている。12月中旬を目途に、使用制

限をすべきと判断された建物について、自治体から住

民に転居を促していく。最終的には法的退去命令がな

される可能性もあるという。（略） （11／29）

登録講習修了者が6倍増 宅建合格点は33点
05年度宅建試験の合格者が11月30日に発表さ

れた。合格ラインは33点で昨年より14％ほど合格

者が増えた。合格者数は3万1520人で、合格率は

17.3％という結果になった。

登録講習修了者が合格者全体に占める割合が、大

幅に増加し、17％を超えた。この割合は、昨年度ま

で3％台だった。修了者の合格は5549人（合格率

29.0％）で、昨年度904人の6倍を超えた。今年度

から、宅建業従事者であれば実務経験の必要がなく

なったことや、規制緩和による民間講習機関の参加

などが影響したものとみられる。（略） （12／6）

登録講習修了者が6倍増 宅建合格点は33点

揺らぐ確認制度への信頼

耐震基準の50％で使用制限

全宅連 ＡＭ・ＰＭの
業務明確化を社整審に意見書

賃貸管理業法制度約７割「必要」

全宅連調査



ホームページリニューアルのお知らせ

【賃管協のご紹介】
■「サポート事業」の概要を更新するとともに、サポート事業提携企業への「資料請求書」がダウンロードできるようになりました。
■「賃貸不動産管理士」の紹介ページを設けました。また、賃貸不動産管理士登録者名簿を近日公開の予定です。

【協会インフォメーション】
■「協会からのお知らせ」ページでは、各種講習会の開催など本会からのお知らせを適宜掲載していきます。
■「頒布物ご案内」ページからは、本会頒布物の申込用紙がダウンロードできるようになりました。
■先般発刊しました「事業用賃貸不動産管理関係書式」が「書式ダウンロード」ページよりダウンロードできるようになりました。
書式はWORD版・PDF版の2種類。（なお、「居住用賃貸不動産管理関係書式」は、従来より掲載しています。）

■「賃貸管理関連情報」ページでは、賃貸管理関連の情報発信を順次行っていきます。

※会員専用ページについて
会員専用ページへのログインには、ユーザーID・パスワードが
必要です。ユーザーID・パスワードは入会の際に発行したもので、
今般のホームページ改定に伴う変更はありません。

※「自社情報入力・メンテナンス」
賃管協ホームページでは、「会員店紹介」ページを設けていますが、
「自社情報入力・メンテナンス」ページから、「会員店紹介」ページ
の情報入力やメンテナンスができます。ぜひご利用ください。
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賃貸不動産管理業協会では、ホームページを全面リニューアルしました。
TOPページを見やすく一新し、利用しやすくなりました。また、「書式ダウンロード」ページの充実や
「賃貸管理関連情報」ページの新設など、会員各位の実務に役立つホームページを目指しました。

ホームページアドレス http://www.chinkan.jp/
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